
 

平成27年度第１回 岩手県後期高齢者医療広域連合  

個人情報保護審査会 会議要旨 

 

日 時   平成27年７月14日（火） 午後１時20分から午後２時55分まで 

会 場   岩手県高校教育会館２階 小会議室 

出席者   岩手県後期高齢者医療広域連合個人情報保護審査会委員 

       安達孝一会長、内田浩委員、浅沼秀夫委員 

      岩手県後期高齢者医療広域連合事務局 

       兼田事務局長、浅沼次長兼総務課長、猿舘業務課長、事務局員２名 

欠席委員  石堂淳委員、内澤稲子委員 

 

 

１ 開会（午後１時20分） 

 

２ 事務局長あいさつ 

  あいさつ後、事務局長から会長に対し、諮問書を手交した。 

 

３ 議事  

後期高齢者医療制度関係事務に係る特定個人情報保護評価書（全項目評価書）に記載された特定

個人情報ファイルの取扱いについて（諮問） 

 

  社会保障・税番号制度の導入に当たり、岩手県後期高齢者医療広域連合における後期高齢者医療

制度関係事務に係る特定個人情報保護評価書（全項目評価書）に記載された特定個人情報ファイル

の取扱いについて、適合性（特定個人情報保護委員会の定める指針の実施手続等に適合した評価を

実施しているか）及び妥当性（評価の内容は指針に定める目的等に照らし妥当と認められるか）の

２つの観点から審議が行われた。 

 

  委員からは、全項目評価書に記載した用語の定義について、監査等のリスク対策の実施について、

市町村におけるリスク対策について、パブリックコメントの実施方法について等の質問、意見等が

あった。 

 

審議終了後、答申案について委員による協議が行われ、評価書に記載した特定個人情報ファイル

の取扱いについて、特定個人情報保護評価指針に定める実施手続等に適合しているとともに、特定

個人情報保護評価の目的等に照らし妥当であると認められた。 

 

このほか、今後の特定個人情報保護ファイルの取扱いに当たっては、個人のプライバシー等の権

利利益への影響を十分に認識し、適正な運用に努めるとともに、適宜必要な見直しを図りながら、

十分な安全管理措置の構築に配慮するよう要請があった。 

 



 

４ 報告 

平成26年度における個人情報保護制度の実施状況について 

平成26年度における個人情報保護制度の実施状況について報告した。 

   委員からは、他の地方公共団体等への個人情報の提供の状況について質問があった。 

 

５ その他 

 

６ 閉会（午後２時55分） 

 


